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Abstract: The coastal research trips were frequently carried out by the 
26th Japanese Antarctic Research Expedition members for monitoring the Ant-
arctic environment. The research area was the east coast of Liitzow-
Holm Bay. The scientific aims of these trips were the study of five ponds 
which were selected as the monitoring stations in 1978, and the census of 
Adelie penguins and seals. In the present paper an outline of the trips is 
reported. 

要旨：第 26次日本南極地域観測隊は越冬期問中に， リュツォ・ホルム湾東岸の
露岩地帯および島へ，環境モニタリングのための旅行を 28回実施した.4月中旬
に海氷が流失したために，ルート工作が大幅に遅れ，初めてラングボプデまで行く

ことができたのが 7月 15日，スカーレンまでのルートができたのは 8月 13日だ
った．湖沼水モニタリングは 1978年に定められた 5定点のほかにすりばち池
（スカルプスネス地域）を追加し，湖沼水の季節変化を追求した．大型動物センサス
はアデリーペンギンの個体数の計数を主目的とした．

本報告では行動経過，設営の概要など第 26次越冬隊で実施した沿岸調査旅行の
概要について述べる．

1. はじめに

55 

第 26次越冬隊しまみずほ基地交代旅行と内陸ドームヘの大旅行以外に，環境モニタリング

を目的とした旅行を 28回実施した．また，このためのルート工作・整備のための旅行を 7

回実施した． 調査地域はリュツォ・ホルム湾東岸の露岸地帯および島で， 1978年に定めら

れた 5定点 (MURAYAMAet al., 1981)での湖沼水モニタリングとアデリーペンギンのセン

サスが主な目的であった．旅行期間は越冬後半の 7月末から 12月までで， 日帰りまたは数

日間の短期旅行が大部分であった．海氷上の行動は雪上車2台，同行者 3人以上を原則とし

た．このためメンバーを常時特定の個人に限定することができず，第 26次観測隊としての

全体のオペレーションの流れの中で，各部門から 1-2名ずつの協力を得た．その結果，出発

までの準備作業は別にして，延べ旅行参加人数は 197人日であった．このほかに雪上車故障

などで昭和某地からのレスキューも 5回行われた．

内陸旅行の報告は，第 25次夏隊（セールロンダーネ山地予備調査隊， 1984), 第 25次越

冬隊（藤井ら， 1985) の報告など，これまでに多数あるが，第 26次越冬隊のように沿岸地
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域の海氷上を，毎回異なったメンバーで行った旅行についての報告は見当たらない．そこで

旅行の準備，設営，行動経過について，その概要を報告する．

2. 沿岸旅行の準備

環境モニタリングのための沿岸旅行は，すべて昭和基地を起点として行われた．人も車両

もほかのオペレーションと競合するため，なるべく短期間を旨とし，必然的に回数が多くな

った．湖沼水モニタリソグのための旅行は，甚地から 80km南のスカーレンと 50km南

のスカルブスネスとを合わせて 3泊 4日で実施し， 25km南のラングボブデと 4km南の西

オングルは，別々に日掃りで往復することにした．湖沼水の季節変化を追求するために，秋

と冬に各 1回，春から夏にかけて 3回の旅行を計画していたが，海氷が流出したため秋旅行

は断念した．しかし 5月以降海氷が成長し始め， 7月にはラングボブデのぬるめ池に行くこ

とができた.8月以降 12月までは毎月 1回，比較のためにすりばち池を追加して，定点観

測を実施することができた．動物センサスはこれら旅行の往復路での目視観測のほかに，七

ンサスだけを目的とした旅行を 10-12月に合計 10回， 日帰りで行った．

2.1. 装備・食料

日帰り旅行ではスノーモービルも利用したが， 1泊以上の旅行はすべて，浮上型雪上車が

先導し，幌カブースと荷物ぞりを引いた SM-40S型雪上車が後に続くという形をとった．メ

ンバー全員が個人用非常装備と携行食 (3日分）を車内に持ち込んだほかに，両雪上車共に

車載用非常食セット (28人日分）を必ず搭載した．幌カブースは 3方にベット兼用の台を作

り，天井には電球 (60W)を取り付けて，食堂としても利用した．ベットの下には中段ボー

ル箱が合計9個納まるスペースをつくり，旅行食と調理用器のほか予備食の一部と非常用装

備も格納した．暖房は調理用石油コンロを利用した．荷物ぞりには調査用具以外に燃料，予

備食の一部，非常食，逍板（アピトン材）などを積んだ．詳細を表 1に示す．

2. 1. 1. 車載用非常食七ット

雪上車が 1台だけで孤立した場合を想定し， 28人日分 (4人X7日）の食料と簡単な炊事

道具と燃料をそれぞれ別々に小段ボール箱に詰め，さらにこれらを中段ボール箱に詰め合わ

せたものである．内訳を表2に示す．沿岸の海氷上を走る車には必ず積むことにしたが，第

26次観測隊では幸い一度も使わなかった．

2. 1. 2. 予備食

日程が延びた時のためのもので， 40人日 (4人xlO日）分の食料を木箱に納め，利用し

た場合には必ず補充しておいた．内訳を表 3に示す．

2. 1. 3. 非常食

氷が割れて基地に戻れなくなった場合を想定し， 120人日 (4人x30日）分を木箱に納め，

行動中はそりに常備した．内訳を表4に示す．
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表 1旅行用装備

Table 1. Logistic equipment for coastal research trips. 

浮上型雪上車常備品 (KC型雪上車もほぼ同じ，そりは引かなかった）

車載用非常食セット (28人日分の食料と炊事道具入り；中段ボール箱）ー内訳は表2を参照
車載通信機 (VHF10 W) 

予備燃料（軽油 20/;携行缶入り）

雪上車補給品セット（エンジンオイル 5l, 不凍液 5I, ブレーキオイル 1/,ポリジョッキ 2個
入り；中段ボール箱）

発動発電機 (0.75 kV A; 電動ドリルの電源，夜間の照明など）

電動ドリル（太さ 30mm,長さ lm;海氷厚測定用および旗用穴掘りに使用）
手さげかご（ルート図，コンパス，薬かばん， メジャー，通信機 VHF1 W) 
ピッケル， ゾンデ棒，剣スコップ

ワイヤー（径 10mm,長さ 20m,シャックル付き，けん引用）

SM40S型雪上車常備品（そりと 1泊以上の旅行では幌カブースも引いた）
車載用非常食セット

車載通信機
雪上車補給品セット］（内訳は浮上型雪上車と同じ）

手さげかご

手動式給油ポンプ（ハイスピーダー）

発動発電機 (0.3kV A; 予備）
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ランチボックス（弁当，湯 0.75 l入テルモス 2本，紅茶 0.75 /入テルモス 2本；木箱に発泡
スチロール内張り）

ブースターケープル

ビッケル，剣スコップ，つるはし

ワイヤー（浮上型雪車と同じ）

そり常備品

軽油 200lドラム缶2本
アピトン道板2枚（幅 30cm,厚さ 5cm,長さ 4m)

20 l携行缶2本（ガソリン，灯油各 1本）
予備ワイヤー（径 8mm,長さ 40m,シャックル付；木箱入り）

予備食 (40人日分；木箱入り）ー内訳は表3を参照
非常食 (120人日分；木箱入り）ー内訳は表4を参照

調査用具

幌カブース常備品

行動食 (20人日分，人数，行動日数により異なる）ー内訳は表5を参照

寝具（布団，シュラフを各自積み込み，旅行終了後発電機室で乾燥）

石油ストープ（暖房および炊事兼用）

炊事用具，日用品ー内訳は表6を参照

保温箱（圧力釜，飲料水 10lポリタン2本；木箱に発泡スチロール内張り）
灯油用ポリタンク (3l) 

非常装備（柳ごうり入り）ー表7を参照

角スコッブ

サイホン3本（灯油用，水用各1'予備 1)
ライフロープ（径 8mmのナイロンザイル 20m; ブリザート時に仮泊する時，車両と幌カフ＇

ースとそりをつないだ）
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表 2 車載用非常食セット (28人日分，重最 17kg; A, B各 1僧の小段ボール箱を中段

ボール箱に収納した）

Table 2. List of the emergency provisions on snow vehicle. 

A B
 

5kg 

78 gx 10箱

75gx 4缶

ケット 120gx 2箱

コンビーフ 190gx4缶

牛肉大和煮 160gx 4缶

オイルサージン 105 gx 2缶

ふりかけ 30gx2袋

お茶づけの素 8食分

白 桃 425gx 2缶

パイナップル 565gx 1缶

ドロップ 160gx 2缶

インスタントみそ汁 30袋

ティーバック 紅茶，緑茶各 20袋

米

カロリーメイト

乾

ビス

ノ..... ン／

ラジュース（灯油 0.5l入り）

コッフェル (5人用）

灯油 1l入りボリビン

メタ，マッチ，

軍手 (2双）

ロール紙 (4巻）

缶切り

ローソク

表 3 予備食 (40人日分；木箱に収納し，そりに積み，使用した分だけ必ず補充した）
Table 3. List of the reserve provisions. 

米 15kg入X 1缶

もち 450g入xlO袋

イソスタントラーメン 30袋入り X 1箱

みそ 1 kgx 1袋

しょうゆ llxl瓶

ハター 225 gx2箱

牛肉（サーロインステーキ用） 200gx16枚

塩鮭 lOOgx 4枚x4袋

冷凍ミックスベジタブル 1 kgx2袋

冷凍きぬさや 1kgx2袋

冷凍グリーソアスパラ 1 kgx2袋

コ

牛

さ

。

ハ

白

び

＇ゞンヒ

肉大和

ば水

イナップ

桃

わ

コーヒー

フ

煮

煮

ル

ティーバック

グラニュー糖

ウイスキー（オールド）

190gx12缶

200gx 12缶

200gx12缶

565 gx 12缶

425 gx 12缶

425gx12缶

450 gx 1瓶

紅茶，緑茶各 30袋

1 kgx 1袋

720mlx 4本

表 4 非常食 (120人日分；木箱に収納し，そりに積載した）
Table 4. List of the emergency provisions on sledge. 

そ

ゆ

一

油夕
ゞ

ぅ
ク

ょ

ラ

米

み

し

バ

サ

塩

グ

干

コ

牛

さ

ビ

ロ

ラニュー

しわか
•. 
ソヒー

肉大和

ば水

フカレ／

ルキャベ ッ

15 kgx 2缶

1 kgx 2袋

llx 1瓶
225 gx 5箱

625 gx 2缶

500 gx 1袋

1 kgx 2袋

200 gx 1袋

190 gx24缶

200gx24缶

200gx24笛

430gx12缶

450 gx 12缶

梅干し

ふり

お茶づ

のりつ

つけも

パイナッ

白桃

びわ

コーヒ_

紅茶

緑茶

ウイスキー（オールド）

糖

め

フ

煮

煮

か

けの

くだ

の 3

プ

け

素

煮

種

ル

500 gx I袋

20袋

20袋

1瓶

各 200gx 1袋

565 gx 12袋

425 gx 12缶

425gx12缶

450 gx 1瓶

450 gx 1缶

100gx3袋

720m/x 12本
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表 5 行動食の献との一例（分量は4人分；主食は米飯）

Table 5. An example of menu for the field party (4 persons). 

第 1日昼：おにぎり (12個），牛肉大和煮 (160g,2缶），みそ汁 (4パック），バイナップル (565g, 1缶）
夜：焼肉（生肉 250gx4), レトルトスープ (4バック），ほうれん1:i.ベターいため (500g) 

第2日朝：みそ汁 (4パック），塩鮭 (150gx 4枚）
昼：レトルトスープ (4バック），コンビーフ (190g, 2缶），白桃 (425g, 2缶）

夜：カレー (1パック， 4人分），オイルサージン (105g, 2缶），ウインナーソーセージ (450g),

スープ (4パック）

第 3日朝：みそ汁 (4パック），鮭水煮 (200g, 2缶），ふりかけ (30g, 1袋）

昼：レトルトスープ (4バック），牛肉大和煮 (160g, 2缶），びわ (425g, 2缶）

夜：焼肉（生肉 200gx4), レトルトスープ (4パック），きぬさやバターいため (500g) 
第4日朝：みそ汁 (4バック），赤貝味付 (150g, 2缶），シーチキン (185g, 1缶）

昼：レトルトスープ (4バック），コンビーフ (190g, 2缶），パイナップル (565g, 1缶）
夜：ビーフストロガノフ (1kg, 1袋），ソーセージ (120g, 4本）， ミックスベジタブル (500g) 

第5日朝：みそ汁 (4パック），ベーコン（スライス， 500g入 l袋）

昼：レトルトスープ (4パック），牛肉大和煮 (160g, 2缶），フルーツカクテル (850g, 1缶）

注：このほかに梅干し，焼のり，お茶づけ，コーヒー，紅茶，緑茶は各自の好みで自由にした．毎

夕食時ビール l缶のほかにウイスキーを各自適盤飲んだ．中間食はチョコレート， ビスケッ

ト，ょうかん， 甘納豆，あめなどを適量．

表 6 炊事用具・日用品

Table 6. List of articles for cooking and daily use. 

石油ストーブ（暖房および炊事兼用）
ラジュース 2個，灯油 3l入りポリタンク
フライバン（直径 25cm) 

コッヘ

ゃ ヵヽ

しゃも

ル 5-6人用

ん (1.8 /) 

じ，おたま

力幌ね入こ,（ 箱レー一納
ボ
格
段
に
の
下
用
の
専
席
の
座
れ
の
ぞ
ス
れ
一
そ
プ
`

_

,

し

|

‘

ヽ

‘

‘

I
ロールペーパー (65m 巻） 5巻

JK ワイパー (100枚入） 3箱

ラップ (20m巻） 2巻

アルミホイル (8m 巻） 2巻

ボリ袋 (65x80cm,ごみ袋） 10枚

ポリバケツ (20[, 雪とり専用）一専用の中段ボール箱に入れ，幌カブースの座席の下に格納

注1. 予備食，非常食も含めて，すべての食品は加熱するだけで食べられるように下ごしらえをし

ておいた．

2. この他に圧力釜と 10Iボリタンク（飲用水） 2本を木箱に発泡スチロールの内張りした保温

箱にいれておいた．

中段ボール 1箱にまとめ，幌カブースの座
席の下に格納

表 7 非常装備

Table 7. Emergency equipments. 

キルト肌着 （上，下） ザ イ 八／ （径 8mm,長さ 50m)

くつ下 4足 （厚手，薄手各2) 赤 旗 10枚

手袋 4 双 （ウール，皮各2) 発 姪 筒

パイレン軍手 4双 ポリ袋 50枚 (40x50cm, 厚さ 0.05mm) 

ロー Jレペーパー 4巻 マッチ， メタ， ローソク

ピ ツ ケ Jレ
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2. 1. 4. 行動食

1泊以上の旅行の際の食料で，旅行予定日数，献立て，人数に見合ったものを毎回新しく

準備し，幌カブースに積み込んだ． メンバーは毎回異なったために，各人の嗜好を考慮して，

内容をその都度変えた．生肉のほかは，昭和基地で調理し， パックしたレトルト食品（カレ

~
 
，
 

シチューなど） と缶詰が主体で，残品は毎回返納した. 3泊 4日， 4人分の献立ての一

例を表 5に示す．

2. 1. 5. 炊事用品・日用品

食品は下ごしらえされた生肉以外は，

包丁とまな板は使用する必要がなかった．詳細を表 6に表す．

ポリ袋にバックされたレトルト食品か缶詰である．

2. 1. 6. 非常用装備

人が水に落ちた場合を想定し，柳ごうりに準備した．第 26次観測隊では一度も使用しな

内訳を表7に示す．かったが，

2. 2. ルート工作

湖沼水モニタリングを行った池，

図 1-4に示す．

センサスを行ったペンギ‘ノルッカリーおよびルート図を

第 26次観測隊の沿岸旅行は，海氷上のシャーベットアイス帯に悩まされた．特に新雪が

積もった後の大潮時には，必ずどこかで雪上車がシャーベットアイスにはまった．

7月に設定したラングボブデまでのルートの一部を， シャーベットアイス帯を避けるため，

塁J.~~---·­
(.!) l 
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図 1 旅行地域全図

Fig. 1. Survey area of the JARE-26 
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図 2 昭和基地ーラングホブデ間のルート図

Fig. 2. Route map from Syowa Station 
to Langhovde. 
Ll: Lake 6-ike 
L2: Lake Nurume 
P-2: Mame-zima Island 
P-4: Mizukuguri Cove 
P-5: Hukuro Cove 

ーL-1,2: 
monitoring pond 

" P-1-5: 
袋nguinrookery 

• : red flag 

0 2 4 6 8km 

゜

• L・2.3: 
monitoring pond 

• P-4,5: 
penguin rookery 

• : red flag 

0 2 4 6 

図 3 ラングホブデースカルブスネス間の

ルート図

Fig. ふ Routemap from Langhovde to 
Skarvsnes. 
L2: Lake Nurume 
L3: Lake Hunazoko 
P-4: Mizukuguri Cove 
P-5: Hukuro Cove 
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• L・3-5: 
monitoring pond 

x P-6: 
pengun rookery 

red flag 

図 4 スカルブスネスースカーレン間のル

ート図

Fig. 4. Route map from Skarvsnes to 

Skallen. 

L3: Lake Hunazoko 

L4: Lake Suribati 

L5: Lake Skallen 6-ike 

P-6: Torinosu Cove 

z•~ 

2 4 6 8 km 

8月になってから東に 0.5-1km移動した. 10月からは往復路で動物七ンサスを行うため，

ラングボブデまでのルートをオングルカルベン，ルソバ経由とした． しかしその後オングル

カルベン西側の海氷が悪くなり， 11月にはまめ島とオングルカルベンの間を抜けるように

ルートを変更した．しかしこのルートも 12月になると，小さな迂回路をあちこちにつくら

なければならなくなった．

3. 行動経過

4月 9日に基地周囲の海氷がすべて流失し，その後の海氷の発逹も遅かった．海氷の成長

した 7月末より旅行を開始したが， 日照時間が短く，昭和基地からわずか 25km南にある

ラングボブデまでのルート工作を日婦りで2回，ぬるめ池の調査を 1泊2日で 1回実施する

のがやっとだった. 8月以降日照時間は長くなったものの，常にシャーベットアイスに悩ま

された. 10月下旬からはペンギンセンサスも始め， 12月末まで頻繁に旅行を行った. 1月

4 日に「しらせ」が接岸したが，それ以降海氷も急速に悪化し，雪上車やスノーモービルを

利用した行動は不可能になった．第 26次観測隊が行った沿岸旅行を表 8にまとめて示す．

4. 旅行中のトラブル

表 8の備考欄にも注記してあるが， ここに改めて沿岸旅行中のトラブルについて記述す

る．
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表 8 沿岸旅行一覧表

Table 8. Record of coastal trips. 

月日 I目 ー的［ロー的地 同行者 使用車両＊- - I _J 備

考

1985 
7. 6 ルート工作 オングルガルテ神沢，小松，福西 スノーモービル スノーモービルが先導

ン l台， 204 氷厚測定

7.15 ルート工作 オングルガルテ福加藤西， 神沢， 小松， 204,401 
ンーぬるめ池

7.20-21 池水調査 ぬるめ池 粧右藤林， 小松， 山岸， 204,401 

7.29-31 ルート工作 ラングホブデー
木古森舘，， 福松西村，， 藤渡井辺， 

204,401 
3帰野0路13,ポブーリザード.3H 

スカルブスネス Jレホ Jレメン
シャーベットには
レスキュー班出動

8. 7 ルート工作 ラングホプデ 板倉，村井，山岸 KC-30, 204, 401 

8.13-17 ルート工作 スカルプスネス神沢，野村（武），村井204,401 ペーパーバッキン劣化
ースカーレン よるエンジンオイ闘ルの

池水調査
池スり，ばカ舟ちー底池レ池ン， 大すII れ使12時．っ間てウ現をィ地要スでキし応たー急の

8.22 池水調査 大池 小JII 204 
I 

8.26 池水調査 ぬるめ池 小川，小島，島本 204,401 

9. 8-13 池水調査 スiカ舟ちー底池レ池ンす大小）II, 川久保， 若林204,402 11日ー13日プリザート

池り，し 9 

9.25 池水調査 ぬるめ池 川久保，中島，松村204,401

往も路な見，調くレ晴査シスはしャキ岩中ーュをペ止ー過ッ班ぎト出にてI 
麟

9.28 ルート工作
ン 1台， 204

9.29 池水調査 ぬるめ池 川久保，福沢，松村153,204 

9.30 池水調査 大池 松村 204 

10. 4 ルート工作 ルンパーラング福西，前野，松村 KC-33, 204 
ホプデ

10. 5 ルート工作 オングルカルベ松村 スノーモービル
ン／ 2台

10. 8-10 池水調査
池池ス，，カ舟すー底りレ池ばン大ち

伊藤，中島，渡辺 204,401 

10.15-21 池水調査 ベルオッテン， 鈴木，福沢，松村 204,401 ペルオッテンの測地闘調
ルンドボークス も行ィった.17日は
ヘヅタ ホワ トアウトで

10.23 動物センサス Iレンバ 板橋，中島，召田 204,401 

10.27 動物センサス Iレンバ 鮎山岸JI I'野口， 前野， スノーモービル
1台， 153

10.29 
池動水物調セ査ンサス袋ぬ浦る，め池ルンパ

小島，福西，堀川 401 

： 10.30 
動池水物調セ査ンサス大ま池め島， オング

小川，松村 204 

ルカルベン

11. 3 動物センサス オングル魯カルベ松小村松， 福西， 前野， 204,401 

ン， ま靡め ， ル
ンくパぐ，り ， 水

査
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月日 1 目ー的 I 目的地 I 同行者 使用車両＊ 備 考

11. 8-12池水調査 スカーレン大小松，堀川，前野， /204,401 
池，すりばち若林
池，舟底池

動物センサスオンクルカルベ
、るまめ島，ル
ンパ，袋浦，水
くぐり浦，鳥の
巣湾

11.16 I動物センサ吋まめ島，オ‘ノグ1板倉，木森，中島， ¥153,204 
ルカルベン 古舘，松村

11日ブリザート
12日オングルカルベンの
西でシャーベットにはま
りレスキュー班出動

11.17 ルート工作 まめ島ーオング中島，野口，福西， [153,204
ルカルベン 古舘，松村

動物センサスルンパ，袋浦，
水くぐり浦

11.22 I池水調査 ぬるめ池 小松，福沢，松村， ¥204,401 
動物センサスまめ島，オング渡辺

ルカルベン，ル
ンパ，袋浦，水
くぐり浦

帰路西オングルで 153ガ
ス欠．ニアー抜きができ
ず， レスキュー班出動

11. 29 I動物センサスiまめ島，オングi中島，前野 1153 
ルカルベン ル
ンパ，袋浦，水
くぐり浦

11. 30 池水謁査 1大池 松村 1153 

12. 6-8 池水調査 スカーレン大鮎川，木森，野村（彰） 153,204,402 
池，すりばち古舘，渡辺
池，舟底池

往路204がギャーが故障
しデポ．スカーレン付近
の海氷が悪く，そり，ヵ
ブースを切り離し，車2
台だけで往復

12.15 i動池水物出査 1水ぬIレるめ池 1小召川． 中島， 松村， /153, 204 
センサス ンくパぐ，り袋浦浦， 田

12.16 動物センサ吋まめ島，オ｀ノグ，I野村（彰） 1153 
ルカルベン

12.23 池動水物調査 1大ま池め 福西，松村 1204 
センサス 島，オング

ルカルベン

12.24 i動物センサス ルンパ，弁天島I福西 スノーモービル
2台

12.26 I 動物セ‘ノサス まめ島，オソグ松村 スノーモービル
ルカルベン 2台

12.29 1動物センサス まめ島，オング板橋，前野，渡辺 204 
ルカルベン，ル
ン'/~

* KC-30, -33: KC型雪上車， 153,204: 浮上型雪上車， 401,402: SM40S型雪上車

4. 1. 傷病

凍傷にかかった者はいなかったが， 1泊以上の旅行 8回のうち 3回はブリザートに見舞わ

れ，強風に由来する傷病が 2件あった．

7月 30 日：）レート工作の帰途ブリザートになり， ラングホブデにある水くぐり浦の湾内

に避難し，海氷上で仮泊した．その際に幌カブース，荷物ぞりのランナーを止める石を海岸

から運ぶ作業中，風に吹き飛ばされて転倒し顔面に打撲を負った．
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9月 11日：池水調査の婦途ブリザートになり，ラングホブデにある袋浦の湾内に避難し，

海氷上で仮泊した. 12日早朝から風が強くなり， 幌カプースが振れて眠れず， ついに 1名

が船酔い状態になった． 終日食欲がなく， 横になっていたが， 13日に風が弱くなり平癒し

た．

4. 2. シャーペットアイス

すでに 2.2. ルート工作の項で述べたように， 7月ー12月の旅行期間中，常にシャーベッ

トアイスに悩まされた．特にブリザート後の大潮時には，必ずどこかで雪上車がシャーベッ

トにはまった. 7月 31 日， 9月 25日， 10月 12日の 3回は 2台共はまってしまい， レス

キュー班の世話になった．

1985年は海氷の発達が遅かった. 11月末には氷厚 1.5m位まで成長したが， クラックか

ら湧き出した海水が積雪にしみ込み，シャーベット層を形成した．海氷上の雪の層が 50cm

以上のところでは，踏み抜いてはまり込むと，自力脱出ができなくなった.SM 40S型雪上

車も単車なら接地圧は浮上型雪上車とほぽ同じであるが，幌カブースと荷物ぞりを引いてい

たため， しばしば雪面を踏み抜き，シャーベットアイスにはまり込んだ．幌カブースと荷物

ぞりを切り離し， 自力または浮上型雪上車に 40-60m のワイヤーをつけて引き出した．ア

ピトン材の道板は，シャーベットアイスからの脱出には役に立たなかった．

4. 3. 車両のトラプル

8月 13日：スカーレンで SM40S型雪上車がオイル漏れを起こした．床板，底板をはず

して点検した結果，ペーバーパッキン劣化によるニンジンオイルの漏れであることをつきと

めた．ペーバーパッキンの代替として，ウイスキーの空箱を利用し応急修理した．完了まで

に2人で 12時間かかった．

11月 17日：帰路西オングルの北側で浮上型雪上車がガス欠を起こした．燃料ポンプの二

アー抜きができなくなり，走行不能となった．基地から機械担当隊員にレスキュー出動して

もらった．

12月 6日：往路まめ島とルンバの間で浮上型雪上車のギャが入らなくなった．基地から

機械担当隊員がレスキュー出動し，応急修理して回収した．

5. 結果

8月から 12月までの 5カ月間，性質の異なる 5つの池を連続して観察することができ

た．湖沼水の水温上昇については，その一部を第 7回南極地学シンポジウム (1986年 10月

2日；国立極地研究所主催）で発表した．得られた水試料約 250点は現在分析中である．ま

た，大型動物センサスの結果は別に報告する予定である．
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